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※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「……だいたいのお話は理解できました。で、そちらのお話を僕が了承したとして、僕の方にはどのような利点があるのでしょうか？」

　低い、柔らかい声が古びた洋館の客間に響いた。厚みのある自然木の大きなテーブルの向こう、この洋館の主である長身の男性が、革張りのソファで足を組みながら、彫りの深い美しい顔立ちに張り付いたような笑みを浮かべている。

　


　ここは都内でこそ無いがターミナル駅から徒歩三分、駅前交通至便な地に、千坪を超える敷地面積を誇る邸宅である。私、有あり間ま遙はる花かが訪れた際も、お屋敷はうっそうと繁った木々に覆われて、玄関からは洋館の屋根がちらりと見えるだけだった。

「すごい豪邸ですね！」

　敷地面積に相応の大きい門には二、三台は停められるだろう車寄せがあり、その石畳のスペースに立ちながら、私は率直な感想を口に出していた。下準備として、お屋敷の図面やストリートビューなどは見てきていたが、五十メートル以上は続く大谷石の塀など、実際とは迫力が違う。振り返れば駅ビルに繋がる陸橋がすぐそこに見えて、利便性も申し分ない。商店街や駅前のコンビニなどで買い物をする人も多く、こぢんまりながらも賑にぎやかな街、という印象だった。その賑やかで明るい街の中、目の前の暗く深い森に囲まれたお屋敷は、どう見ても異彩を放っている。

「そうでしょ有間くん。ただねぇ、ほんと先生は変わり者で、若いのに頑固でねぇ……。まぁここにお一人で住んでらっしゃるってことだから、そりゃ変わり者なんだろうけど。とりつくシマも無いっていうか……」

　私の上司、立地開発部の本ほん田だ部長が、広いおでこにハンカチを当てながらぶつくさと愚痴をこぼす。本田部長は百六十五センチちょいで小太りの一般的なおじさんの体格で、百七十センチにヒールを履いている私と並ぶと、だいぶ背が低く見えてしまう。私たちは県内では中堅の土地開発会社の社員で、いわゆるデベロッパーという仕事をしている。宅地や商業地として開発できそうな土地を探し、交渉し買い上げ、あるいは賃借し、『使える土地』にする、というのが業務内容だ。本田部長は優しく誠実な人柄で相手を信用させつつ交渉していくタイプで、私の目標だった。グレーのパンツスーツの裾を整えつつ、私は仕事の前に一息を入れていた。

　


　今日はここ、駅前一等地のお屋敷を開発させてもらえないか、という交渉にきていた。駅徒歩三分、およそ千坪で地権者は一人、抵当権も無い。こちらの土地を買収できないか、という話が取引先の大手ゼネコンから持ち込まれたのだった。マンション兼小型の商業施設として開発すれば、何十億かが動く優良物件だ。現地を見れば、これだけのスペースに居住するのが一人、というのはなんとももったいない。マンションにすれば、たくさんの家族が幸せに暮らせる良い宅地になりそうだった。交渉自体は本田部長が営業をかけ、アポイントを取り、何回か訪問もしている。ただ、土地の権利者がどうしても首を縦に振らず、新たな交渉役として、私、有間に白羽の矢が立ったわけだった。

「でも、この土地面積でしたら固定資産税なども馬鹿にならないですし、悪い話では無いですよね？」

「いやいやいや、先生はねぇ、現金も有価証券も、もちろん美術品も、ほんとにうなるほど持ってらっしゃるからねぇ。固定資産税やお屋敷の維持費も、それほどのご負担でないんだよなぁ……。お父さんが亡くなられた時も、相続税はポンッと現金納付だったそうだし。いいよなぁ、私もそんな家に生まれたかったよ……」

　しかもイケメンだしねぇ、と本田部長の本音がぽつりと漏れて、私は思わず苦笑した。ミーティングでの事前知識を思い出す。ここの地権者、水みず尾お政まさ嗣つぐは芸術一家の一人息子で、いわゆる御曹司だ。彼自身も、今年三十六歳と若手ながら、写実的かつ肉感的な造形に定評がある彫刻家であり、また先進的な色彩を自在に操る洋画家でもある。と、もらった資料には載っていた。

「水尾先生は、彫刻家と画家でいらっしゃいましたよね。お父様とお祖じ父い様も画家で。私、美術の教科書でお祖父様の絵を拝見したことがあります」

「そうそう。お母さんはバレリーナだよ、今は再婚されて外国だそうだけど。先生ご自身の作品も下手したら一千万以上の値段がつくしねぇ。ほんと、お金の多少じゃ先生は納得されないよ。……有間くん、がんばってくれよ」

　本田部長はあきらめたようにゆっくり首を振り、今まで丸まっていた背筋を伸ばして、『水尾』と彫られた表札の下のインターホンのボタンを押した。「はい」という家政婦らしき女性の声が聞こえ、本田部長が応対を始める。

「たびたびのご訪問申し訳ありません。南なん都と化か土地開発の本田でございます。本日の訪問を了承いただき、まことにありがとうございました」

　ハキハキとよどみなくしゃべる様子に、今まではしょぼくれたおじさんにしか見えなかった本田部長が、少し大きく見える。私も姿勢を正し、通用口が開くのを待った。

　出てきた家政婦さんに案内され、門をくぐったお屋敷の庭は、外から見ていたとおりのちょっとした森だった。手入れはされてないのだろう、よくわからない樹木が雑然と生え、暗い奥の方には竹林も見える。玄関への石畳の道は車が通れるほどの幅で歩くのに支障は無いが、一歩外れると落ち葉が厚く積もっていた。

　木々の向こうの明るいひらけた場所に出ると、そこには洋館が建っていた。資料で見た水尾邸だ。築八十年近いはずだが、庭と違いよく手入れをされていて、白い壁と飾りのステンドグラスの対比が美しかった。家政婦さんに招かれて、玄関すぐ横の客間に通される。古い洋館の中は思ったよりも明るく清潔だった。白いしっくいで塗られた壁には、お父さんかお祖父さんの作品だろうか、小品ではあったけれど美しい油絵が何枚か飾られている。客間の中央には大きな自然木のテーブルと、見るからに高そうなソファセットが置いてあった。

　


　私たちがふかふかのソファに腰をかけて数分後、ここの主が客間に訪れた。

「ようこそいらっしゃいました。お久しぶりです、本田さん」

　緊張を隠せない空気の中を、柔らかな低い声が響く。私は慌ててソファから立ち上がり、深々とお辞儀をした。

「水尾先生、本日は訪問をお許しいただきありがとうございました！」

「……そちらのお嬢さんはどなたですか？」

　かけられた言葉に、私は顔をあげた。

「はい！　初めてお目にかかります。有間遙花と申します」

　顔を上げた私は、少し言葉に詰まる。水尾先生の写真は拝見していたし、イケメンだ、というのは本田部長からも聞かされていた。それでも、想像より何倍かのイケメン、いや、美形の男性がそこに立っていた。

　百八十センチは超えている長身で、手足が長くスラリとしているのは、バレリーナであるお母さん譲りなのだろうか。細く見えるけれども五分袖のシャツから見える腕は筋肉が綺麗についていて、男らしい魅力に溢れている。二重まぶたの奥の茶色の瞳が、少し癖のある長めの前髪の隙間から私をじっと見つめている。高い鼻筋はすっと通り、薄めの形のいい口元に続いていた。どうやら見とれていたらしく、本田部長に脇腹を小突かれて、私は慌てて背筋を伸ばした。

「水尾先生。このたびは、私どもの開発計画をご検討いただき、感謝いたします。どうか、お互いに良き話となりますよう、祈念いたしております」

　堅苦しく挨拶をする私を、片手をあげて座るように促しながら、水尾先生も向かいのソファに腰掛ける。黒の革張りのソファは、背の高い水尾先生の身体をゆったりと包み込んでいた。その姿もまるで、雑誌に載っているおしゃれな写真のようにも見えて、私は目を離せなくなっていた。

「……で。今日は、前回のお話から何か進展はあるのでしょうか？」

　丁寧ではあったけれど、いかにも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調に、私は固い愛想笑いを返す。

「はい、進展ですが……」

　本田部長がビジネスバッグから開発予定の区画の図面や、その他のイメージ図などのファイルを取り出し水尾先生に手渡した。先生は受け取るとファイルを拡げ、興味が無さそうにそれを眺めている。手持ち無沙汰の中、先ほど案内してくれた家政婦さんが紅茶を運んできてくれた。我々三人の前にそれぞれ瀟しょう洒しゃなティーカップが置かれるが、口を付ける者は誰もいなかった。

「あの、疑問に思うことなどがありましたら、忌き憚たんの無いご意見を是非お聞かせください」

　重たい空気に堪えきれず、本田部長がハンカチで額の汗を拭いながら声をかけたが、水尾先生は鷹おう揚ようにうなずくだけだった。三分くらい経っただろうか、先生が一ページに目を止めて本田部長に質問を投げかける。「そこはですね……」丁寧に説明する本田部長が、明らかに困惑しているがわかる。本田部長の長い説明を聞いて、水尾先生は身体を起こし、私たちの方へと向き直る。

「……だいたいのお話は理解できました。で、そちらのお話を僕が了承したとして、僕の方にはどのような利点があるのでしょうか？」
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　低い、柔らかい声が古びた洋館のしっくいの壁に吸い込まれていった。目の前の白磁のティーカップの中の紅茶は、この部屋の空気と同様に冷え切っている。私は、水尾先生の言葉を聞いて、隣に座る部長と目を合わせる。

　利点。利点と言われると、やはり。

「そうですね、水尾先生には、この敷地に建築を予定している十五階建てマンションの、最上階フロアへの優先入居権をご用意しております。同マンションですが、低層階には小型の食品スーパーやクリニックを誘致する予定ですので、利便性が高まるかと」

「騒々しいのは嫌いですね」

　私の言葉を聞いて水尾先生は、張り付いたような笑みを絶やさずにティーカップを手に取り、冷えた紅茶に口を付けた。

「……ご入居なさるのは最上階フロアになりますので、低層階の騒音は響かないと思われますが」

「君ね、有間くんと言ったか、そういう物理的な話を聞きたいわけでは無いんですよ。仮に最上階に入居したとしたら、私の足の下には何組も、何十組もの家族が住むでしょうし、低層階が商業施設ともなれば、どこの誰が入り込むかもわからない。そんな場所で、僕は創作を続けることはできません」

　とりつくシマも無い、とはこのことなんだろうな、と思った。

「……ここは、祖父と父の思い出の詰まった家です。簡単に手放したくはない。その気持ちはあなた方にも理解できるのではないでしょうか？」

　水尾先生の口元はにこりと微笑むが、目は全く笑っていなかった。交渉決裂だ。今日は帰るしか無いだろう。隣の本田部長をちらりと見ると、唇を引き結びながら軽くうなずいていた。

「では、また」

「お時間をいただき、ありがとうございました！」

　出ていく水尾先生の手ごわそうな背中に、私は一声をかけてお屋敷を退出する。買収にはだいぶ時間がかかりそうだと、その時はそう思ったのだった。

　


　会社に戻った私は、日報を書き始めていた。正直、特に進展も無く終わったように思えるのだが、本田部長は取引先のゼネコンにメールを書きながら、どこか上機嫌なようにも見えた。

「はー、送信終わったぞ、っと……　有間くん！」

「はいっ」

　部長のデスクに歩み寄ると、本田部長は気のせいで無くにこにこと嬉しげに笑顔を浮かべている。

「いやぁ、今日の水尾先生は機嫌が良かったねぇ〜」

「アレで、ですか？」

　思わず聞き返してしまうが、本田部長は大きくうなずいた。

「いやいや、今日はこちらの資料も見てくれるし、質問もしてくれるし、僕は初めてだったよ。これも有間くんのおかげかな？」

「えっ？　私は何もしていませんが……」

「本当はこういうのは交渉として駄目なんだけどね、水尾先生は綺麗な女性に弱いらしいんだよね……　ゼネコンさんの方からも、用地取得はまだかってせっつかれてるし。次は、有間くんだけで行ってもらおうかな」

　そっちの方がスムーズかもしれないしねぇ、などと口にする本田部長に、私は首を振って答える。

「いえっ！　その、なかなか難しいかと……」

「いやいやいや、有間くんの交渉術は取締役の間でも評判なんだよ。この前も、工場跡地の案件を有利な条件でまとめていたじゃないか。期待されているよ？」

「そ、そうでしょうか？」

「いやほんと、水尾先生はね〜、ああいうタイプは有間くんの方が適任だよ。どんな手段でもかまわないからさ、買収話をまとめてきてくれるかい？」

　褒められるのは悪い気はしない。上機嫌になった私は、部長から差し出された資料の束をつい受け取ってしまった。

「では、水尾邸の用地取得の件は有間くんに任せるから、よろしく頼むよ！　次のアポは取ってあるから」

　にこにこと優しげな笑顔を浮かべながら、本田部長は案件を丸投げにしてくる。あの水尾先生を本当に説得できるのか、正直自信は無かったが、それでも私は「期待されている」という言葉に少々浮かれながら自分のデスクに戻っていった。

　


　次のアポイントは、翌週の水曜日だった。約束の時間に、私は相変わらず暗い森に包まれた水尾先生のお屋敷の前に立っていた。インターホンを一回押したが、何の反応も無い。アポの日時を再確認したが、間違いは無い。壊れているのかと思い私は再度インターホンを押す。

　『……はい……』

　不機嫌そうな男性の声が聞こえてくる。水尾先生の声だった。

「水尾先生、有間です。先日はアポイントありがとうございま……」

　『わかっている。開いてるから入って』

「へ、あ、あの……」

　『いいから』

　出鼻をくじかれたようにも思ったが、少し苛立ちが増したような先生の早口に促うながされて、私は鍵のかかっていない通用口をくぐった。先日訪問したときと一緒の薄暗い道が、玄関まで続いている。洋館の玄関前には水尾先生が立っていた。この前とは違い疲れているようにも見え、長めの黒髪はぼさぼさで、うっすらと無精髭も生えている。それでもルックスの良さは際立つばかりで、憔しょう悴すいする美男の姿に、私はまた一瞬見とれてしまっていた。

「どうぞ」

　先生は玄関を開けて、私をこの前と一緒の客間に案内してくれた。私はお辞儀をして、資料の入った分厚い紙袋を抱えて椅子に腰をかける。

「お久しぶりです、水尾先生。有間です」

「ああ」

「あの、お手伝いさんは」

「あれは通いだ、今日は来ない」

　言葉を返されるが、先生は上の空で頬杖をつき、苦々しげに唇を噛んでいる。顔色が悪いようにも見えて、私は心配で声をかける。

「……あの、先生、ご体調が悪くていらっしゃるんですか？」

「いや？　そんなわけはないだろう！」

　返ってきた声は激しく、私は思わず驚いて目を見開いてしまった。先生にもそれが伝わったのか、バツが悪そうに頭を掻きむしる。

「……失礼、有間くん。僕は苛立っている。今日は無理だ。帰ってくれたまえ」

　先生の言葉に、私は焦った。帰れと言われても、今日は何も、説明すらもしていない。交渉役として失格になってしまう。私は水尾先生に食い下がる。

「いえ、そんなわけには。どうかお話だけでもさせてください！」

「君も強情だな！　今日の僕はもう駄目だ、創作の女神が、ここまで、すぐそこまで降りてきているのに具象化できない！　こんな状態では他のことなど考えられないんだ！」

　先生はいきなり立ち上がり、ぶつぶつ呟きながら部屋の中をぐるぐる歩き出した。洋館の広い客間を行ったり来たりする先生の姿を見ながら、やっぱり芸術家って変わり者が多いのかな、などと私は他人事のように考えていた。

　ふ、と先生が立ち止まり私の方へ顔を向けてくる。

「……有間くん、立ってくれるか」

「はいっ！」

　慌てて起立し、先生に手招きされるまま部屋の中央に私は棒立ちになる。水尾先生は難しい表情のまま、私の周りをぐるぐる回り、品定めでもするように足の先から頭のてっぺんまでを観察しているようだ。私の背丈だと見下ろされる機会は少なく、長身の先生に近づかれてつむじをのぞき込まれるように観察されると、何故か私の胸が高鳴っていった。

「……君は、美しいな」

「は、はい？」

　間抜けな声が、思わず漏れる。

「いや、美しい。ああ……　なぜ僕は、君の美しさに今まで気づいていなかったのか……」

　少し腰をかがめた先生が、私の肩を掴み、まるでキスでもしそうなほどの近さに迫ってくる。

（美しいって、どういうこと??）

　混乱する私の視界に、先生の、それこそ美しい先生の顔がいっぱいに広がった。瞳の色は茶色だと思っていたけど、どちらかというと濃い緑色で、肌の色は抜けるように白い。まつ毛は長く、綺麗な二重まぶたの大きい目の周りを彩り、血管が透け、ほのかに赤く滲んだような目元が艶っぽい。ああ、そういえば、先生のお母さんはハーフでいらっしゃったな、なんて頭の隅に浮かんでくる。

「あ、あの、せ、水尾先生……」

「有間くん、君はなぜこの仕事をしている？」

　水尾先生から投げかけられたのは、意外な質問だった。私は、質問の答えを一瞬考え、そして答える。

「……そう、ですね。あの、自分が交渉した土地が開発されていくのが、とても楽しみだからです」

「ふむ」

「余っている土地を見ると、『もったいない』と感じてしまいます。去年、私が交渉して買い取らせていただいた工場跡地は、今は分譲マンションとして入居も始まっていて、たくさんのご家族が住んでいらっしゃるのですが、その皆さんの幸せそうな姿を見るのが好きです。いつかは、自分の手で街区を設計してみたいですし、そこに大勢の方が幸せに暮らしてもらえたら、などと思って、います」

　うっかり熱く語ってしまい、少し恥ずかしくなる。ここの交渉も上手くいき、計画どおりに開発できれば、きっとたくさんの家族や子ども達が幸せに暮らせるようになる、そう思うとモチベーションが湧いてくる。私はなるべく誠実に、率直に自分の考えを述べる。先生は顎あごに手を当てながら、私の話を真剣に聞いてくれていた。

「……『もったいない』か。僕にしてみれば、君の方がはるかにもったいない素材だがなぁ。こんなしょぼくれたスーツで、君の美しさを覆い隠すなんて！」

　水尾先生は芝居がかった様子で大げさに肩をすくめ、そして私の方に向き直り、予想もしていなかった一言を吐き出した。

「脱いでくれ」

「え、ええええ??」

　想定の範囲外の台詞に、また間抜けな声が漏れた。

「脱ぐって、こ、ここでですか!?」

「ああ、いや、ここは窓があるな。こっちへ、僕のアトリエに来たまえ」

　いえ、そんな問題ではありません、なんて返そうと思ったが、先生は呆然とする私の手首を掴み、さっさと歩き洋館の奥へと引きずっていく。薄暗い廊下を強引に手を引かれ歩きながら、私はまだ混乱していた。

　


「ここがアトリエだ。窓はふさいである」

　連れてこられたのは、真ん中に台の置いてある広い部屋だった。先生の言葉どおり窓には白いカーテンがかけられ、外からの視線は届かないようになっている。シーツがかぶせられた中央の台の隣にはイーゼルと椅子と芯を長く尖らせた鉛筆が十数本、あとは名前のわからない美術道具がいっぱいで、部屋の隅には粘土の山と、制作途中らしい人型に組まれた針金が置いてあった。

「脱いで、その台の上に乗ってくれ。君の美しさを、僕は記録しなければならないんだ」

　先生はこちらの方も見ずに、木製の紙張りパネルをイーゼルに立てかける。

（ぬ、脱いでって、そんな軽く言われても……）

「あ、あの、全部ですか？」

「当たり前だろう。身一つになってくれなければデッサンもできん」

　やっと、先生の求めていることがわかった。デッサン用にヌードモデルをやってくれ、ということなのだろう。言っていることの理解はできたけれど、それでもどうしたらいいかわからず、私はグレーのジャケットの前を固く閉じるように、自分の身体を抱きしめていた。

（……どんな手段でもいい、って、部長は言ってた、よね……）

　これは、チャンスなのかもしれない、と気持ちを切り替える。水尾先生は芸術家だ。多分、私に何かインスピレーションを感じてくれたのだろう。もしかしたら、それを突破口に交渉を進められるかもしれない。野望があった、と言えばそれは否定できない。あの本田部長も手を焼くほどのこの水尾邸を、私の交渉で有利に取得できれば、私の評価も上がっていく。

（よし）

　私は覚悟を決めた。会って二回目の男性の前で裸になるなんて、そんな恥ずかしい真ま似ねは普通ならできないだろう。それでも交渉を成功させなければ、という気持ちが私を後押ししていた。

　


　私はグレーのビジネススーツを脱ぎ、白いブラウスも、肌着も、ブラジャーも外していく。まとめていたセミロングの髪を解けば、染めてはいない黒髪が裸の肩に広がり、少し肌寒さを感じた。水尾先生は、下着一枚になった私の身体をじっと見つめ、微動だにしない。その強い視線に射い貫ぬかれたように動けず、最後の砦であるショーツをなかなか下ろせないでいた。

「……やはり、美しいな。有間くん」

　真っ赤に染まる私の耳に、感嘆するような水尾先生の柔らかい低音が響く。ぞくぞくと背筋に興奮が這い上がり、私の鼓動があっという間に激しくなった。裸の乳房を片手で押さえながら、私はそろそろとショーツを足から抜いていく。たまらなく恥ずかしい。けれども、恥ずかしいだけで無く、何かを期待するような高揚が私の胸を打つ。胸と下を押さえながらおずおずと中央の台に這い上がり、なんとか立ち上がった。

　白いカーテン越しの光に照らされた身体を、水尾先生に余すところなく見られている。無言のまま私を見る真剣な眼差しに、羞恥と、それ以上の興奮を感じながら、私はゆっくりと胸と股間から手を外す。生まれたままの素裸を、初対面も同然の男性の前に晒さらしている。

（こんなの、おかしいんじゃないの……？　で、でも先生は、デッサンのモデルをしてほしいだけなんだから。それにこうすれば、もしかしたら買収の話を聞いてもらえるかも……）

　止められない葛かっ藤とうと羞恥に、思考がまとまらない。

「では、こちらへ向いて、あぐらをかいて」

「あ、あぐら、ですか？」

　あぐらなんかかいたら、下着をつけていない股間が丸見えになってしまう。焦る私に、先生が苛立った言葉を投げつけてくる。

「君はモデル初心者だろう？　立ちポーズは筋力が無いと保つのが難しい。あぐらなら、君でも一時間は座っていられる」

　理由を早口に言いながら、水尾先生は手で座るように促してくる。私は観念して座り込み、膝を開き足を組む。部屋の中で何も身につけずにあぐらをかくなんて初めてで、粘膜に外気が当たり涼しさを感じた。

「よし。始めようか」

　独り言のように先生が呟き、その後は静かな部屋には、紙に鉛筆が滑らされる音しか聞こえなくなった。することも無いので、私は目だけを動かしてアトリエの中を見回す。パネル越しに私を見ている先生の鋭い視線、後ろには習作なのだろうか、何体か女性の身体を思わせる形の粘土の像が立っている。

「身体」

　先生が短く声を出す。

「右に傾いている」

「はい！　すみません……」

　焦ってバランスを思い出しながら背骨を伸ばし、最初の格好に戻った。水尾先生の言うとおり、あぐらであってもポーズを保ち続けるのが案外難しい。筋力不足なのだろうか、と思いながら、私は言われたとおりに座り続けていた。

　


　一時間弱は経っただろうか。音も無く先生が椅子から立ち上がり、モデルをする私に近づいてくる。そして、手を伸ばすと私の伏せたお椀のような形の乳房をわし掴みにしてきた。

「えっ！」

　思いもよらない水尾先生の行動に、思わず悲鳴が漏れてしまう。

「あの、水尾、先生……!?」

　先生は私の言葉が聞こえているのかいないのか、無言でさらに乳房を下から持ち上げ重量を確かめるようにゆする。

（なんで？　絵のモデルじゃないの？　触るのとか、有りなの？）

　羞恥と戸惑いに、頭の中がぐるぐる回る。いくらヌードモデルでもこんな風に触られるなんて、恥ずかしくてたまらない。

「ふむ。いい造形だな。柔らかさも申し分ない」

　力の入らない指で、固く引き締まった水尾先生の腕を押しのけようとこころみるが、指は私の乳房を離れない。柔らかい乳房を形が変わるほどに強く揉まれ、親指が敏感な乳首を掠かすめる。

「ひゃっ！　み、水尾先生、離してください……！」

　突然走った鋭い性感に、私は叫んだ。先生は口角をあげて、私の乳房をさらに乱暴に揉み込んだ。美しい、と形容された乳房が形を変え、ぎゅうと押し潰され、胸の中央に寄せられ、その度に羞恥で尖る乳首を刺激し、私の中から熱いため息が吐き出される。
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「……有間くん、僕は、女性の造形の美しさが好きなんだ。もちろんどんな女性の身体にも美しさはあるが、君は格別だ。正直、申し分が無いほどに美しい」

「美しくなんか、ないです……　背ばかり高くて、女性らしくない、と……」

「それは、君の周囲の男達の目が節穴だったんだね。でも僕はそれに感謝しなくてはいけない。これほどまでに美しい、僕の女神に出会えたのだから」

　静かな部屋の空気に、先生の低い、嬉しそうな声が溶け込んでいく。美しい、なんて連呼され恥ずかしくはあるが、心の奥の劣等感をその形容詞は溶かしていく。私は先生に触れられた乳房が、熱く火照っていくのを自覚していた。じんじんと熱く、もどかしい性感を送り込む指先が乳房を離れ、薄く腹筋のついたおへその周りを撫で上げる。

「君の身体を、この手で彫り上げたいんだよ。美しさとは何か、という答えが欲しいんだ、僕は」

　先生が何を言っているのか、その時の私にはよくわからなかった。ただ、先生の指先が撫でる下腹のその奥が、きゅっと締まるのがわかる。鼓動はもう、爆発するかと思うくらい激しく脈打っていた。

　水尾先生の端正な顔が切なげに歪み、私の顔、数センチのところに近づいてくる。

「僕の手に、君の身体を刻みつけたい。君の身体の全てに触れさせてくれ……」

　情熱を込めた熱い台詞が、私の火照った耳を打った。ぞわり、と背筋に熱い塊が這い上がり、瞳が潤むのを自覚する。

（こんなの交渉じゃ無い。職務を逸脱している。絶対に断らないと……）

　そう理性は囁いてくるが、もう私は引き返せないところにまで来ていた。

「……はい。どうぞ、お、お好きに……」

　私の言葉に、先生がにこりと笑う。今までの逆らえなくなるほどの切ない表情とは一転し、笑顔は少年のようにも見えて、そのギャップに私の胸がまたときめいた。

　


　台の上に横たわる私の全身を、水尾先生は丹念に撫でてくる。呼吸に上下する薄い脂肪に覆われた筋肉の僅かな凹凸をなぞり、先生は真剣な表情で肌に手を触れる。乳首や内もも、首筋など敏感な箇所を擦られる度にもどかしい性感を拾い、私の身体は跳ねる。愛撫では無い。性的な快感を引き出そうとする動きとは違い、私の身体をコピーでもするかのように、先生の骨張った指が動いていく。

（感じちゃ、駄目。先生は、芸術家として私の身体に触れているんだ、感じるなんて、駄目なのに……っ）

　水尾先生の指が這わされたあとが、熱く熱く火照っていく。

「……んっ！」

　脇腹を撫でられ、くすぐったさと曖昧な性感が入り交じり、私の口から短い喘ぎ声が漏れ出した。肩をすくめ震える私に気づいていないのか、先生の指は脇腹からへその周りに移り、そして薄く体毛の生える下腹へと降りていく。

「み、水尾、せんせい……！　し、下の方は駄目ですっ！」

「なぜ？」

「そっ、それは……」

　気持ちよくなってしまうから駄目だ、などと答えられるわけも無く、私の頬が真っ赤に染まる。

「……君、感じているんだろう？」

　先生は嬉しげに笑いながら、陰毛をかき分けて、固く閉じた私の内ももの間に手のひらを差し入れる。一番言われたくない言葉を囁かれながら、私の羞恥は最高潮に達していた。

「ちがいますっ！　だめ、駄目です、先生！」

　腰を捻って逃げだそうとするが無駄だった。水尾先生の指が私の秘裂をゆっくりなぞり、その感触に私の腰は浮いてしまう。まるで、自分で誘っているかのような姿勢になり、固まる私に先生は情熱的な台詞を囁いてくる。

「有間くん。僕はね、女性のエロティシズムも追究したいと思っている。女性が一番エロスに溢れる時、美しい時はいつだと思う？」

「……わからないです！　もう、許してください！」

　叫ぶように答えながら、私は覆い被さる水尾先生の身体を押しのけようとした。細身に見える先生だったが案外と胸板は厚く、女の力ではびくともしない。

「女性が一番美しい時はね、ちょうど今の君のように、快感にむせび泣き絶頂を堪えている時なんだよ。わかるかい？　薄い筋肉が張り詰め、身体はのたうち、柔らかい皮膚が桃色に染まって、今の君は実に扇情的かつ美しい！　嬉しいな、君のような美しい女性と知り合えて」

　先生が何を言っているのか、熱に浮かされた頭では理解できなかった。ただ繰り返し囁かれる「美しい」という言葉だけが、頭の中に響く。それは、まるで甘い蜜のように私の身体に染み込んでいった。

　


　その夜、私は会社の自分のデスクに突っ伏していた。解放されたのは、それからしばらく経ってからで、一時間以上もの間、水尾先生は絶頂を迎えさせないように緩急をつけ、私の身体を嬲なぶり続けていた。最後の方はもう、よく覚えていない。「イかせてください」と涙声で何回か哀願したようにも思うが、それすらも記憶は曖昧に霞んでいた。水曜日はノー残業デーということで、私がなんとか帰社した時にはオフィスには誰もおらず、気が抜けたように床に座り込んでしまった。

（日報、書かなきゃ）

　パソコンを立ち上げ日報の用紙を開くが、私の指はそこで止まってしまう。今日の出来事をどう書いたらよいのだろう。

（……地権者のお宅に交渉をしに行ったら、裸にされてさんざん身体をいじられました……、なんて、絶対に書けない……）

　頭を抱えてデスクに突っ伏す。ただ、そんな非常識な目に遭っているというのに、私の中には怒りは湧いてこなかった。それどころか、まぶたを閉じれば先生の甘い囁き声や、身体を撫でる指先、引き出される熱い性感などが次々と再生され、私の頬はまた真っ赤に火照ってしまう。

（私、どうしちゃったんだろう……）

　自分がよくわからない。デスクに額を擦り付けながら、私は長いため息を吐き出した。

　結局、本田部長にも水尾先生とのことは報告できなかった。心の整理もつかない中、無情にも指定された次回訪問日はきてしまう。いっそ、担当を外してくれと直訴しようかとも思ったが、部長からの「期待している」という言葉を思い出すと、それもできない。何より、私の心の奥底には、また水尾先生に会いたいという気持ちがくすぶっていた。

　


「君か。待っていたよ」

　訪問日、先生は、チノパンとシャツのラフな服装だった。また家政婦さんはいないようだったが前回とは違い、苛立っている様子は無い。それどころか、にこにこと満面の笑みを浮かべながら、私の手を引きアトリエへと案内する。そして「さぁ、脱いでくれ」とこともなげに言い放ち、私はその指示に従うしか無かった。

「いいものがあるんだ。これを」

　水尾先生が嬉しそうに、全裸となった私に何かを差し出してきた。その、革の紐のようなものに一瞬ひるむが、私は背筋を伸ばし先生にはっきりと言う。

「水尾先生！　私がここに来ているのはヌードモデルをつとめるためでは無く、交渉をするためで……」

「あー、そうだったね。そういえば。そうだなぁ、今日だけでいいよ、僕の言うことを『何でも』聞けば、この家は君の好きなようにさせてあげよう。君のような美の化身に出会えたんだ、僕だって何かを手放さなくちゃいけないね」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　私は全裸のまま深々と頭を下げる。傍から見たら異様な状況なのだろうが、私は必死だった。ここで上手く交渉をまとめられたら、会社での評価に繋がる。

（……本当にそれだけ？　会社での評価が欲しくて、こんな恥ずかしいことをする？）

　私の中のもう一人の私が、そう囁いてくる。

　そう、もしかしたら、私は。

　無理やりに自分の中の想いから目をそらし、深く考えてはいけない、と慌てて強く頭を振った。

「さぁ、これを身につけて、そこの台に座ってくれ。絶頂を堪える君は美しいのだが、僕が身体に触れているとその美しさを写し取ることができない。くだらない道具だから、お気に召すか心配だけどね」

　それは細い革で作られたパンツのようなもので、おしりの部分は紐でＴバックのようになっている。股間がポケットになっており、何か丸いものが二つ、仕込まれていた。それが何か、私にだって推測はつく。でも、先生の言うことを『何でも』聞かなければ、この交渉はまとまらない。私は意を決して、受け取ったその革紐の下着に足を通した。

「さぁ、始めようか。今日はクロッキーをさせてもらうよ。五分ごとにポーズを変える。力を抜いて立ってくれたまえ」

　先生はを手元にスケッチブックを抱え、鉛筆を手にする。私は言われたとおりに中央の台に上がり、軽く足を開いて背筋を伸ばしポーズを取った。先生の隣の椅子の座席に置いてあるものが、私の目に入る。水尾先生はその小型の機械を手に取り、無造作にダイヤルを回す。カチカチ、と無機質な音が静かなアトリエに響いた。

「ひゃぁんっ！」

　びくっ、と身体が跳ねる。革紐の下着の中に仕込まれていたのは、予想どおり、遠隔式のローターだった。低いモーター音とともに急に強い刺激を股間に与えられ、私は唇を噛みしめる。内ももの筋肉に力を込め、快感を逃がそうと試みる。

「ああ。強すぎたか？」

　ふっ、と振動が弱くなる。股間の、それもクリトリスと大陰唇にゆるく断続的な振動が与えられ、物足りない快楽に身体が震えた。

「……っ、ん、ふ……ぅ……っ！」

「いい表情だね、有間くん。君のその、絶頂を堪える姿は、僕のインスピレーションを引き出していくよ」

「はい、先生、っ、ありがとうございます……」

　快感に翻ほん弄ろうされながら、私は必死にお礼を口にする。これさえ、この恥辱さえ堪えれば、この交渉はまとまるのだ。震える小型の機械に陰核を犯されて、それでも私は必死に快楽に抵抗していた。

（きもち、いい……、このまま、イっちゃいたい……っ、でもダメぇ……）
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「有間くん、イキたいのかい？　駄目だよ」

　水尾先生は楽しんでいるような素振りすら見せながら、またダイヤルのメモリを下げた。プーン、と蚊の飛ぶような音しか聞こえなくなり、私はローターからの微かな刺激に身悶えた。

「や、やぁ、せんせ、せんせぇ……、これ、無理です……っ」

「はい、ポーズを変えて。膝を抱えてしゃがんでくれるかな？」

　私からの哀願などは意に介さず、先生はポーズを変えるように指示を出した。

　私は震える身体でなんとかしゃがみ、指示の通りに膝を抱える。おしっこでもするようなそのポーズは、革紐が食い込み、強くローターが押しつけられる結果になる。

「っふ、……んんッ！　これ、く、くいこんじゃう、いやぁ、いや……っ」

　ぬるっと、身体の奥の方から粘液が溢れ出す感触がした。それは糸を引きながら垂れ、私の股下の白いシーツに卑猥な染みを作る。ゆるゆるとした振動は、私から理性を奪い、頭の中が一つの単語で埋め尽くされていく。

（イキたい、イキたい……、っ……、イキたいぃ……）

　そんな朦もう朧ろうとした思考を続ける私に、先生は事務的な口調で指示を出してくる。

「五分経ったね、ポーズ変更だ。そうだな、腕と膝を床に付けて、臀でん部ぶを高く上げてくれ」

「ふぇ……？　あ……、だめ。恥ずかしい……」

「駄目だよ。今日は僕の言うことを何でも聞いてもらわないと」

　ニコニコしながら事も無げに、水尾先生が無情な命令をしてくる。私の視界が涙で滲むが、それは羞恥によるものなのか、それとも、快楽からくる生理的なものなのかは判別がつかなかった。腕を床に付き、お尻を持ち上げて、いわゆる雌め豹ひょうのポーズをとった。先生は、そんな私の格好を見て満足そうにうなずいている。

「いいね。では五分間、そのままで。……達してはいけないよ」

　先生の視線が鋭くなり、真剣な表情で紙に鉛筆を滑らせ始める。ポーズを変更したことにより刺激は少なくなったが、相変わらずクリトリスと女性器全体を揺さぶってくる小さなローターの、機械的な振動に私は堪えていた。

（これ、このポーズ、腰がうごいちゃう……っ）

　不安定な体勢のせいか、気を抜くと腰が揺らめき始める。少し動かすと微妙にローターの刺激が変わり、新たな快感がじわじわと湧き上がる。ポーズを静止させておかねば、と下肢の筋肉に力を込めれば当たる箇所が変わり、どうしても性感から逃れることができない。

「動かないで」

「……っ、は、はい」

　水尾先生からそう声をかけられ、腰が動いているのがばれているのだ、と突きつけられた。恥ずかしさで真っ白になる頭の中で必死に別のことを考え、股間で震える器具からの快楽を感じないように、そう試みる。

（……この商談がまとまったら、先生には、もう会えないのかな）

　ふと、そんな考えが浮かび、私の胸の中にちくりとトゲが刺さる。なんでそんなことを考えてしまうんだろう。この恥ずかしいモデルを了承したのも、全部、用地買収の為にしかたなく受けたことだったはずなのに。

　私はどうやら先生の、真剣な視線に心までも射貫かれてしまったようだった。深みのある緑色の瞳が、私の恥ずかしい姿を全て描きだそうと、全身をくまなく観察してくる。絶頂を堪える欲情しきった雌のような表情も、触れられてもいないのに尖る乳首も、物欲しそうに揺らめく腰も、全てその視線に暴かれているのだ。途方も無い羞恥と、それを上回る快感が骨盤の中に甘く溜まっていく。

「んっ、んあ、あ、あぁ……」

　熱い息を吐きながらどうにか絶頂感を堪える。私の途切れ途切れの喘ぎと、ローターの低い駆動音と、先生の鉛筆が紙を滑る軽い音と、その三つが混ざり明るいアトリエの空気を揺らす。たった五分がとても長く感じられて、私は何回も絶頂寸前まで追い上げられていた。

　


「……よし、五分経った。ポーズを解いていいよ」

　水尾先生のその声に、私の力が抜け崩れ落ちる。それでもまだ、股間の卑猥な道具は動き続け、私の性感帯を責め苛さいなんでいた。横たわる身体が自分の意思とは無関係にくねり、のたうつ。先生はアトリエの片隅の古めかしい手洗い場で手を洗っていた。水音が広い空間に響き、その音にも私は過敏に反応してしまう。

「有間くん、よく我慢したね。ご褒美をあげようか」

（ごほうび、って……？）

　中央のモデル台に横たわり、震える身体を抱きしめる私に、先生が満足そうな笑みを浮かべながらそう囁いてきた。快感に堪える頭がうまく回らず、水尾先生の言う意味が理解できない。そんな私の身体が、次の瞬間大きく跳ねた。

「んあぁっ！　あっ！　あ──っ！　あぁぁぁ、っ、あんんっ、んぁ……っ！」

　水尾先生がポケットに入れていた遠隔ローターのダイヤルを、いきなり強くしたのだ。ゆるい振動でずっと寸止めされていた、私の性感帯はひとたまりも無かった。待ち望んでいた激しい刺激に股間を揺らされ、背中が反りがくがくとシーツを掴む指が震える。

「ずっと我慢していたんだろう、いい子だね。さぁ、オーガズムに達していいよ？」

　私の傍に立ち見下ろしてくる水尾先生の声は、ただひたすらに優しかった。私は必死に頭を振り、クリトリスと大陰唇を同時に揺さぶられる快楽に堪える。

「せんせぇ、せんせ、っ、ちが……っ！」

「何が違うんだい？　ずっとイキたかったんだろう？」

（ちがう。イキたい、でも、ちがうのぉ……っ）

　私は、思いの丈を水尾先生に吐き出していた。

「み、みずおせんせいに、さわって、ほし、っ、先生の、ゆびで、イかせてくださいっ！」

　こんな、ローターなんかじゃ嫌だ、先生の指で、この前みたいに全身を愛撫されたい。先生の指で、イかされたい。

　荒い息の下、搾り出すように掠れた私の声を聞く水尾先生の瞳が、大きく見開かれる。先生は驚いているようだった。私は痴態を晒すのとは別の恥ずかしさで、顔がゆがむ。だって、先生に触ってほしい。私をくまなく、愛してほしい。そう思ってしまった。

「……くださ、いっ、せんせいの、それぇ……」

　横に立つ先生の、大きく膨らんだチノパンの股間に、私は四つん這いになり頬をすりつける。

「素晴らしいな、有間くんは。美しくて、いやらしくて、……愛らしい」

　優しさと愛おしさを込めたような先生の声を聞き、私の中が幸福感で満たされる。水尾先生はするするとボトムを脱ぎ捨て、シャツ一枚になると、台に這う私の口元に固く屹きつ立りつするペニスを押しつけてきた。

（あ。せんせいの、これ、すきぃ……）

　立ち上る男らしい臭気にむせそうになりながら、私はぼやけた頭でその赤く膨らんだ尖端を口に含んだ。相変わらず股間ではローターが私の性感帯を揺らし、口と性器を同時に犯されているような感覚に、性欲が昂ぶってくる。

「んむ、む……ぅ……、む、んぶ、ぶ……っ」

　それほど性体験は多くないが、明らかに大きい水尾先生のソレを口いっぱいに頬張り、私は必死に舌を絡め愛撫する。先生の骨張った長い指が私の長い髪をとかし、肌を柔らかく撫でてきた。くすぐったさと性感が混ざったその刺激に、私の体はまた絶頂寸前まで追い詰められる。

「……んぅ、うむぅ！　んぶ、うんっ！　んん、んんんっ、んぅぅぅぅっ!!」

　先生の指が尾てい骨の間を伝う、その感触の直後に、急に股間の性具が強く押しつけられた。

（せんせ、それ、すぐイッちゃ、う……！）

　水尾先生に革紐の下着を引っ張られ、もうすでにどろどろに濡れそぼる秘裂に、激しく振動するローターが深く食い込む。鋭敏になったクリトリスが押し潰され、質の違う激しい性感に私の頭が一瞬白く明滅する。大陰唇を揺らしていたもう一個のローターは、今度は愛液を垂れ流す膣口にはまり込み、湿ったいやらしい音をまき散らしていた。

「んんんんっ！　んうううう！」

　腰をくねらせて、口とクリトリスと膣口を同時に犯すソレから逃れようとするが、片手で頭を押さえられ、どうにも身動きがとれなかった。喉奥までも届くような先生の男根はびくびくと口の中で震えて、今にも弾けそうだった。きゅ、きゅ、と上下に扱くように革紐を揺らされて、もう三十分近くも焦らされてきた私の性感は、一気に爆発する。

（あ。だめ。だめ、イっちゃう、いく、いく……ぅ！）

「ふ、んぶ、んんっ！　ぐ、ぅぅ、ん……!!」

　びくっ、と膣の内部が一瞬震え、そこからはもう絶頂感は止めどなく溢れていった。全身の筋肉が緊張し、そして一気に弛し緩かんする。ぎゅうと喉の奥も締まったのか、水尾先生が私の口に呻きながら精液を吐き出した。

（みずお、せんせいの……、おいし、ぃ……、っ）

　続くオーガズムに朦朧とした頭で、喉の奥の青臭い粘液を飲み干していく。その間も全身の震えは止まらず、私は何度も、何度も快楽の頂点へ達していた。

　


「ん、あぁ……」

　やっと、私を虐めていた股間の性具が止められ、革紐の下着が脱がされる。荒い息を吐き、崩れ落ちる私を先生の腕が支えた。シャツも脱ぎ全裸になった先生が私の身体を返し、仰向けになった。絶頂の余韻に浸りきった私は身動きすることもできず、為すがままだった。覆い被さってくる先生が顔を近づけてきて、そして愛おしげに名前を呼ばれる。

「有間くん……」

「ひぁ、ん……、水尾、せんせぇ……」

　蕩けるほどの甘い低音を耳孔に注がれ、私の首筋にぞくぞくと快感が走る。薄く目を開けて水尾先生の表情を見ると、優しげな濃緑色の瞳が私を見つめてきている。

「あ、だめ、です、せんせい、さっき、その、舐めて……」

　多分キスをしようというのだろう、水尾先生の唇が寄せられるが、私はなんとか顔をそむけて拒否の意を示す。性器を舐めてしまったその口で、キスなんかできない、そう思ったのだけれど、先生はにこりと笑う。

「なんでだい？　……とてもエロティックじゃないか。君の唇を、味わいたい」

「ぁ……っ……」

　ぐい、と頬を挟まれ、強引に口付けられる。少しだけ歯を食いしばり抵抗しようとしたが、厚い舌にノックされるように歯列を叩かれ、一瞬で陥落してしまう。

「ん、ぁ、はぁ……、っ……」

　水尾先生の口付けは、途方も無く甘かった。まるで別の生き物のように舌が口の中をなぞり、自然と溢れる唾液を啜すすられる。交換される吐息の熱さに頭の芯が痺れ、抵抗感も溶けて無くなっていった。

「先生、せんせぇ……、せんせ、ぇ……」

　ちゅ、ちゅ、と唇の先を軽く吸い合ったり、鼻を擦りつけ合ったり、頬を甘噛みしたり、口付けは長く続いた。私は幸せでたまらなかった。でも、それと同じくらい、不安で堪らなかった。

「何を泣くんだ？　有間くん」

　涙をじわりと滲ませながら鼻を啜る私の頬を、水尾先生は優しく撫でてくる。

「だって、私、この商談が終わってしまったら、もう、先生に会えない……」

「なぜだい？」

　だって私はただの交渉役で、この敷地の買収交渉にきていただけで、取引が成立したら、もうここには来られない。そう口にしたいのだが、どうしても言葉が出なかった。代わりに涙をこぼす私に、先生は穏やかに語りかける。

「……有間くん。僕はね。本当にこの家を手放してもいい、と思ってるんだよ？」

「え？　ここは、先生の大切なお宅なんじゃ……？」

「大切な家『だった』だね。君という女神を手に入れたんだ、僕はもう、他の物は何もいらない」

　いたずらっぽい笑顔を浮かべた先生は、私の額にキスをして、下腹の茂みをかき分ける。

「虐めすぎたかな。どろどろだ」

　いやらしい台詞も先生に発せられれば、私には悦びになってしまう。ひたり、と膣の入り口に先生の熱い塊を押しつけられ、私は力を抜いて挿入を待った。

「んぅ！　う、うぁあああ、あっ、あー、あー……」

「……僕は、幸せ者だな、有間くん。君と、一つになれる……」

　ぐい、と腰を進められ、私の胎内が割り開かれていく。ぬちぬちと肉襞が欲望に絡みつき、それは甘い性感となって私にもたらされる。

（好き、すき……、水尾先生、すきぃ……）

　強い圧迫感に下半身がじんじんと痺れるが、快楽の奔流が全身を駆け抜け、今にも絶頂へと追い上げられそうになる。

「気持ちがいいね……」

「わたしも、わ、たし、も、……きもち、いい、ひぁあっ、あああ！」
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　バツン、と肌のぶつかる大きな音とともに、最奥までを貫かれる。強い性感から逃れようと反射的に身体がしなるが骨盤をしっかりと掴まれて、私は水尾先生に犯されるばかりになってしまった。何度も、何度も尖端で子宮口を突かれ、引き出されるときには雁首にＧスポットを抉えぐられて、さっき何度もエクスタシーに至ったはずなのに、身体が震える程の快楽をたたき込まれる。先生の手が胸を這い乳首を強く摘ままれて、それもまた私の中の新たな性感を呼び覚ます。

「みずおせんせぇ、すき、っ、それ、すきぃ！」

　先生の今まで見たことも無いような、獣のような表情がなぜか嬉しかった。私をもっと貪って欲しい。私は腰を浮かして、先生をより深くまで受け入れる。

「あ。ああああっ！　あひ、っ、あっ　あっ、あぁ！　んむ、むぅぅっ！」

　もう喘ぐしかできなくなった私の唇を、先生は首を伸ばして塞ふさいでくる。嬌声を全部飲み込まれて、私は先生の頭に腕を回してすがりつく。一つになる。汗まみれの身体と、粘膜で繋がる性器同士が蕩けていくようで、私は幸せで、嬉しくて、愛していた。

「もう、も、いく、いく、せんせい、せんせぇ、せんせ、っあああっ!!」

「はるか、くん……っ！」

　絶頂した私の膣壁が痙攣し中の陰茎を強く締め付け、それと同時に水尾先生が男精を吐き出す。胎内の最奥に生暖かいどろりとした何かを感じ、私の身体から力が抜けていく。私の意思とは無関係に内部は細かく痙攣し続け、震える度に甘ったるい絶頂感が背筋を電流のように駆け抜けた。

「好きだ、遙花くん……」

　私のおでこに先生が柔らかく口付けを落とす。幸せな空気がいつまでもアトリエには漂っていた。

　


　二年後。私は少し膨らんだお腹を抱えて、『元』水尾邸の前に立っていた。うっそうと茂った森はもう無い。その交通至便な千坪のまとまった敷地は、今は自治体に寄贈され、公園として整備されていた。

「……先生。森は全部切ってしまったんですね」

「元々、手入れもしていない雑木林だったからね。すっきりしてとてもいい。それより、遙花くん。『先生』は止めて、政嗣と呼んでくれ。君はもう僕の妻なのだからね」

　水尾先生、いや政嗣さんが私の腰を抱き寄せ、愛おしげに二十週を越えたばかりのふっくらとした下腹部を撫でる。

　あのあと政嗣さんは私に正式にプロポーズをし、私はそれを受け入れた。私は任された交渉を成功させることができなかった責任を取り、会社を辞めた。本田部長には申し訳なく思ったが、仕方が無い。今は新たに大学院に入り直し、都市計画を学ぶ道を歩み始めた。妊娠がわかったときは迷ったが、政嗣さんは「僕が何でもサポートする、君のやりたいことを優先してくれ」と言ってくれて、なんとか大学に通っている。

「……良かったんですか、政嗣さん。公園にしてしまって」

「いいんだ。遙花くんの言うとおり、僕一人がここに住むより、多くの家族や子ども達に笑顔になってもらいたい。君の考えはとても素敵だ。僕たちの子どもにも、ここで笑顔になってもらおう」

　面白みの無い『市民中央公園』と名付けられたこの公園は、今やすっかり芝生の広がる明るい空間になっていた。入口すぐの広場には新しい大きな遊具が置かれて、子ども達が賑やかに遊んでいる。公園の中央には手入れのいい花壇に囲まれて、あの洋館が建っていた。政嗣さんの思い出のお屋敷は、旧水尾邸として市の文化財に指定され、改修されて市民に公開されている。旧水尾邸の前には、ブロンズの女性像が立っていた。政嗣さんが私をモデルに最初に作った作品だ。はっきりと前を向き、未来を見つめるような眼差しは、私も気に入っている。

　政嗣さんと私は、今は郊外に今度は百坪ほどの土地を買い、家と別棟にアトリエを建てて、そこで暮らしていた。敷地を寄贈し、洋館は改修し自治体に保護してもらう、という案を政嗣さんが出してきた時に私は驚いた。その時、このアトリエが無くなってもいいのか、とも尋ねたが、政嗣さんは「僕にはもう、ミューズがいる。僕だけの芸術の女神だ。君の他にはもう、何もいらないんだ」と手の甲にキスをしてきて、私は赤面してしまったのを思い出す。大げさでストレートな表現にはたまに驚く時もあるが、愛情に溢れた政嗣さんは最高の夫だと思う。

「僕の家も、美しくしてもらって喜んでいるよ？」

　にこにこと笑う政嗣さんの瞳は、相変わらず綺麗な濃い緑色で、私はもう見慣れているはずなのに、見とれてしまう。きっと、お互いにおばあちゃんおじいちゃんになっても、私はこの瞳に見とれてしまうだろう。そう思い、私はそっと逞しい胸板に頬を寄せ、目を閉じた。
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